
福
島
原
発
の
事
故
「
レ
ベ
ル
七
」

は
人
類
最
悪
の
レ
ベ
ル
で
す
。
チ
ェ

リ
ノ
ブ
イ
リ
で
起
き
た
こ
と
と
同

じ
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
盛
ん
に
事
故
の
規
模

が
小
さ
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
核

物
質
を
垂
れ
流
す
制
御
不
能
の
状

態
に
は
今
も
何
も
変
わ
り
有
り
ま

せ
ん
。
水
と
空
気
を
汚
し
垂
れ
流

し
続
け
、
よ
り
深
刻
で
す
。

チ
ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ
事
故
も
ス
リ
ー

マ
イ
ル
も
原
子
炉
は
一
基
だ
け
で

し
た
。

福
島
第
二
原
発
の
場
合
は
一
号
基

か
ら
四
号
基
ま
で
が
同
時
進
行
し

危
機
的
な
状
況
で
す
。
ど
れ
か
原

子
炉
格
納
容
器
内
で
水
素
爆
発
を

起
こ
し
た
ら
、
し
か
も
３

号
炉
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
、

水
爆
の
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
・

Ｍ
Ｏ
Ｘ
使
用
炉
で
す
。

被
害
は
想
像
の
レ
ベ
ル
を
遙
か
に

超
え
る
と
思
い
ま
す
。

自
民
党
政
権
と
東
電
は
、
自
ら

の
カ
ネ
の
た
め
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を

招
き
込
ん
だ
の
で
す
。

私
た
ち
は
日
本
を
逃
げ
出
せ
ま

せ
ん
。

最
悪
の
壊
滅
を
も
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
成
ら
な
い
の
で
す
。
自
民
党

と
〃
あ
菅
〃
政
権
の
人
質
、
人
体

実
験
に
道
連
れ
で
す
。

電
源
喪
失
に
よ
る
危
険
性
に
つ

い
て
、
国
会
で
質
問
と
討
議
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
回
答
は
、
自
民
党
の

歴
代
総
理
は
、
質
問
に
官
僚
が
書

く
、
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
前
提
の

答
弁
書
を
読
む
だ
け
で
し
た
。

自
民
党
政
権
は
端
か
ら
国
民
を

守
る
意
識
な
ど
全
く
無
か
っ
た
の

で
す
。

自
ら
の
意
志
で
国
民
を
守
る
気

概
も
意
志
の
な
い
自
民
党
政
権
の

総
理
が
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
日

本
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
化
す
の
で

し
ょ
う
か
。

永
年
の
企
業
献
金
の
効
果
は
実

に
絶
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
も
同
様
、
企
業
ス
ポ
ン

サ
ー
に
絶
対
逆
ら
え
ま
せ
ん
。
自

主
規
制
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
さ
え
受
信
料
で
成
り

立
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー

ス
で
事
実
は
伝
え
て
も
、
真
実
に

は
全
く
迫
っ
て
い
ま
せ
ん
。
見
事

な
ま
で
に
既
得
権
益
を
守
る
推
進

御
用
学
者
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、
代

弁
し
語
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。

民
放
は
論
外
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
は

は
大
本
営
本
部
の
役
目
を
忠
実
に

果
た
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
２
年
香
川
県
に
原
発
の

世
界
最
大
で
最
高
水
準
の
老
朽
原

発
の
安
全
を
検
証
す
る
耐
震
テ
ス

ト
装
置
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
５
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
解
析
で
可
能
と
し
て
、
「
小
泉

平
蔵
」
内
閣
は
建
設
費
の
百
分
の

一
以
下
の
値
段
（
利
権
？
）
で
売

却
、
施
設
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

検
証
設
備
の
コ
ス
ト
削
減
は
、
平

成
劇
場
の
事
業
仕
分
け
に
み
た
如

く
、
人
類
の
科
学
技
術
の
進
歩
と

発
展
に
明
ら
か
に
逆
行
し
た
も
の

で
し
た
。

実
態
は
自
民
も
民
主
も
や
は
り

遺
伝
子
は
一
卵
性
双
生
児
。

小
沢
は
も
う
死
ん
だ
の
か
？
。
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広
瀬
隆
氏
の
著
書
「
原
子
炉

時
限
爆
弾
」
が
昨
年
８
月
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
原
発
事
故
以

来
出
荷
停
止
で
、
ア
マ
ゾ
ン
で

も
一
ヶ
月
以
上
入
手
が

困
難
で
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
を

支
援
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
記
者
は

一
人
も
い
な
い
の
に
原
子
炉
発

電
を
支
援
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
記

者
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
か
。
正
確

な
事
実
を
知
ら
な
い
無
能
力
、

無
知
の
記
者
、
カ
ネ
に
跪
（
ひ

ざ
ま
ず
）
く
御
用
記
者
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
署
名
の
な
い
記
事

は
殆
ど
が
御
用
記
事
か
又
は
、

書
か
さ
れ
た
の
し
ょ
う
。

今
の
こ
の
日
本
を
破
滅
に
追

い
や
る
危
機
は
、
一
か
八
か
で

商
業
運
転
を
し
て
い
た
結
果
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て

い
ま
す
。

日
本
が
自
民
党
と
一
企
業
に
よ
っ

て
奈
落
の
底
に
引
き
ず
ら
れ
、

生
き
延
び
れ
な
い
と
し
た
ら
、

こ
の
切
迫
し
た
状
態
は
地

獄
図
、
悪
夢
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

こ
の
日
本
に
少
数
の
知
性
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
自
体
、
わ
ず

か
な
希
望
が
見
え
る
。

も
う
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
後
悔
は
遅
か
っ
た
の
か
。


